
火山衛星画像ＤＢ

• 火山監視や火山災害の
低減に役立つことを目
的として構築

• 定期的に観測された火
山の衛星画像を蓄積・
時系列として表示

• 本データベースには世
界の964火山を登録し，
これらの火山について
2000年以降にASTERで
観測された全ての衛星
画像を公開

https://gbank.gsj.jp/vsidb/image/



災害対応過程のモデル化(何を・いつ）
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陸前高田市

1. 人的被害
• 死者 1,554人
• 行方不明者 304人

2. 住家被害
• 全壊・半壊 3,341棟

3. 避難の状況（ピーク時）
• 避難所数 0（90）カ所
• 避難者数 0（16,611）人

before after

大槌町
1. 人的被害

• 死者 802人
• 行方不明者 526人

2. 住家被害
• 全壊・半壊 3,717棟

3. 避難の状況（ピーク時）
• 避難所数 0（64）カ所
• 避難者数 0（9,388）人

before after

岩手大学 越野修三 教授資料



宮古市（田老地区）

1. 人的被害
• 死者 420人
• 行方不明者 119人

2. 住家被害
• 全壊・半壊 4,675棟

3. 避難の状況（ピーク時）
• 避難所数 0（66）カ所
• 避難者数 0（7,857）人

before after

釜石市
1. 人的被害

• 死者 884人
• 行方不明者 184人

2. 住家被害
• 全壊・半壊 3,627棟

3. 避難の状況（ピーク時）
• 避難所数 0（83）カ所
• 避難者数 0（8,939）人

before after

岩手大学 越野修三 教授資料



普代村

1. 人的被害
• 死者 0人
• 行方不明者 1人

2. 住家被害
• 全壊・半壊 0棟

3. 避難の状況（ピーク時）
• 避難所数 0（1）カ所
• 避難者数 0（219）人

before after

岩手大学 越野修三 教授資料



①被害箇所判読図の作成

http://www.pasco.co.jp/disaster_info/090721/data/20090724.pdf
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総合的な状況認識の統一を実現する情報活用の流れ

右肩の数字は
地図枚数を表す



②いのちを守る

•知りたいこと
• 昼間人口の集積と移動情報
• 避難誘導に活用できる情報

•必要な技術
• 高解像度衛星の画像解析
• 移動端末のＧＰＳログ解析

• シミュレーションの実施
• リアルタイム性の確保


